
廃ガラスを素材としたリン酸イオン吸着剤
2014

こんなことが出来ます！
資源の枯渇が予想されているリンのリサイクルが可能となる、
高効率なリン酸イオンの吸着剤が製造できます。

18

技術の概要
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【解決したポイント】
　ガラス発泡体をアルカリ性で水熱処理して得ら
れた吸着剤は、リン酸イオンを高効率でしかも選
択的に吸着する。また、吸着したリンの回収ができ
るので、リン資源の管理にも有用である。

【従来の問題点】
　廃ガラスを原料としたガラス発泡体は、土壌改
良剤、水質浄化剤などに用いられているが、リン酸
イオンへの吸着能力は低く、リンのリサイクルシス
テムの構築には、不十分であった。

　近い将来、リン資源の枯渇が予測されて
います。リン資源の管理は、持続可能な社会
を築く上で不可欠であり、本吸着剤によりリ
ンの循環システムが実現可能となります。

１）開放特許情報DB番号／
２）特許番号／特許第５３８２６５７号
３）公開番号／特開２０１１－１６１３９８
４）出願番号／特願２０１０－0２８９３８
５）出 願 日／２０１０．２．１２
６）発明の名称／「リン酸イオン吸着剤の製造方法、

リン酸イオン回収方法、リン酸肥料の製造方法」
７）特許権者／鳥取県、株式会社鳥取再資源化研究所
８）代表発明者／中野　惠文
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾  □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　　■有 □試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 ■有 □無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　ソーダ石灰ガラス粉と発泡剤の混合物を約900℃で焼成・発泡させてガラス発泡体とし、この発泡体をア
ルカリ溶液中に浸漬させ、密閉した状態で、110℃以上で加熱処理することによりリン酸イオンの吸着剤を
製造。
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広いpH領域でフッ素除去能
が維持される

廃棄ガラスを利用したフッ素除去剤
2015

こんなことが出来ます！

フッ素含有排水の処理が、簡単かつ低コストで可能！
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【解決したポイント】
・廃棄ガラス粉末、ガラス発泡体あるいは水
熱処理したガラス粉末ガラス発泡体の使用
により簡単なプロセスでフッ素が除去。
・除去したフッ素は回収可能。

【従来の問題点】
・凝集沈殿法によるフッ素含有排水処理で
は、沈殿物のフッ素濃度が低すぎて資源と
して有効に利用できない。
・処理コストが高い。

　フッ素化合物は、半導体や太陽電池の製
造などで大量に使用されています。しかし、
その原料である蛍石の枯渇が懸念されてい
ます。本技術によりフッ素含有排水を処理す
るとともに、有用なフッ素資源の回収が実
現できます。

１）開放特許情報DB番号／
２）特許番号／特許第5942141号
３）公開番号／特開２０１３－１５８７２７
４）出願番号／特願２０１２－0２３７９５
５）出 願 日／２０１２．２．７
６）発明の名称／「フッ素除去剤、フッ素含有液の

処理方法」
７）特許権者／鳥取県、株式会社鳥取再資源化研究所
８）代表発明者／中野　惠文
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　■有　□試作　□実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　ソーダ石灰ガラス、無アルカリガラス、スラグなどの廃棄ガラス粉末、あるいはそれらのガラス発泡体や水
熱処理ガラス発泡体を素材とした廉価なフッ素除去剤を開発。除去されたフッ素は、酸により回収できる。
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こんなことが出来ます！

フッ素含有排水の処理が、簡単かつ低コストで可能！
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・廃棄ガラス粉末、ガラス発泡体あるいは水
熱処理したガラス粉末ガラス発泡体の使用
により簡単なプロセスでフッ素が除去。
・除去したフッ素は回収可能。

・凝集沈殿法によるフッ素含有排水処理で
は、沈殿物のフッ素濃度が低すぎて資源と
して有効に利用できない。
・処理コストが高い。

　フッ素化合物は、半導体や太陽電池の製
造などで大量に使用されています。しかし、
その原料である蛍石の枯渇が懸念されてい
ます。本技術によりフッ素含有排水を処理す
るとともに、有用なフッ素資源の回収が実
現できます。

１）開放特許情報DB番号／
２）特許番号／特許第5942141号
３）公開番号／特開２０１３－１５８７２７
４）出願番号／特願２０１２－0２３７９５
５）出 願 日／２０１２．２．７
６）発明の名称／「フッ素除去剤、フッ素含有液の

処理方法」
７）特許権者／鳥取県、株式会社鳥取再資源化研究所
８）代表発明者／中野　惠文
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　■有　□試作　□実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　ソーダ石灰ガラス、無アルカリガラス、スラグなどの廃棄ガラス粉末、あるいはそれらのガラス発泡体や水
熱処理ガラス発泡体を素材とした廉価なフッ素除去剤を開発。除去されたフッ素は、酸により回収できる。
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